
福島に住む人々のルーツを辿る演劇集団 ― 劇団 120◯EN 

 

 

  

 

 

 

劇団紹介 

福島市にまつわる歴史、民話、史跡などをモチーフにした 

創作劇を定期的に上演しています。 
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この街のものがたりを 

次のだれかに繋げていく 

 

この街でしか 

観ることの出来ない 

作品を探し続ける 

 

 

◇劇団概要 

劇団 120◯EN（げきだんひゃくにじゅうえん）は、福島県福島市で活動する劇団です。

「福島に住む人々のルーツを辿る演劇集団」として、福島市に伝わる民話や歴史を下敷き

とした福島だからこそ観ることの出来る創作劇を探し、定期的に上演しています。 

2011 年 3 月 11 日、公演本番中に東日本大震災に被災した福島大学演劇研究会のメン

バーを中心に、翌月 4 月に旗揚げ。2013 年より、地域に密着した劇団となるように福島

のルーツとなる歴史や、民話を元にしたオリジナル作品を上演しています。 

 

◎福島市にまつわる物語を上演します 

120〇EN が上演している作品は、福島市にまつわる物語。作品ごとに、「福島のルー

ツ」となる歴史や、史跡、民話を元に、オリジナル作品を創作、上演しています。 

 

◎この街だからこそ観る意味のある作品を探します 

この福島の街だからこそ出来る演劇、観る意味のある演劇を創りたいと活動を続けてき

ています。劇場を出た後に見える、福島の風景。山々や空、川、そして風…。舞台の上

の物語が、そのまま外の世界にも繋がっていく。そんな作品を探し続けています。 

 

◎劇場から飛び出して演劇を届けます 

公演場所は、劇場にこだわらず神社の神楽殿や古民家、縄文遺跡（じょーもぴあ宮畑）

まで様々な場所で積極的に公演を行い、福島の素敵な建物や場所を、若い人々に知って

頂くきっかけづくりを行っています。 
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■これまでの歩み 

 2011 年 4 月の旗揚げ後、創作劇を毎月公演。2013 年より福島市の歴史、史跡、伝承を

基にした創作劇を上演。 

2016 年から改修工事前の 2022 年まで福島市の「西地区ふるさとの歴史再発見事業」と

して、国指定重要文化財の旧廣瀬座にて毎年秋に上演を重ねる。廣瀬座のある地元西地区を

題材にした創作劇には、地元の中高生も出演し、子どもから年配の方々まで幅広い層から好

評を得る。2017 年、湯野小学校にて全校生徒対象に地域の伝承を基にした『手とつなぐ』

を上演。同年、福島市政 110 周年記念行事のアトラクションでは、詩人・和合亮一さんの

プロデュースの元、詩の群読に劇団員が出演、代表の清野が演出。 

2018 年 3 月、福島市の公共ホール・福島市公会堂の最後の催し物として『主演：福島市

公会堂 会場：福島市公会堂-2018.03.31-』を上演。休館までをリアルタイムに上演。同年、

劇作家協会東北支部コンクール実行委員会主催の東北劇の陣において５賞受賞。2019 年、

神奈川かもめ「短編演劇」フェスティバルに全国選抜団体として出場、那須大洋が石役の演

技で審査委員長特別賞「渡辺えり賞」を受賞。7 月には縄文遺跡を公園にしたじょーもぴあ

宮畑を会場にした、移動型野外劇『縄文悶々土偶恋慕』を上演。 

2020 年、新型コロナウィルス感染拡大防止対策を取りながら「役者もソーシャルディス

タンス・マスク着用の短編演劇」を 7 月に上演。以降、「仕事終わり、学校終わりの短編演

劇」の隔月上演や、「子どもたちとあなたに贈る福島の民話劇」など細心の注意を払いなが

ら福島市内での文化活動を継続。2022 年、新たな取り組みとして体感型演劇・イマーシブ

シアター『花ノ寫眞館』を福島市写真美術館を使って上演。 

 

■これまでの公演題材 

佐藤太郎右衛門（江戸時代・佐原地区の義民）、高野広八（飯野町・幕末の芸人）、一盃森の長次郎（福島

市民話）、安寿と厨子王（福島市民話）、思いの滝の伝説（福島市土湯に残る伝説）、兎と亀（福島市羽根

山に残る民話）、庭坂事件、大野九郎兵衛（元赤穂藩家老・福島李平にて切腹の説有）、三島通庸（元福島

県県令）、荒川をめぐる両岸の争い、姥ヶ梅（史跡）、松齢橋（福島市歴史的建造物）、木村吉清（福

島城主）、福島市公会堂 等多数 

■これまでの福島市内での劇場以外の公演会場 

・歴史的建造物  … 旧廣瀬座、福島護国神社神楽殿、御倉邸、福島市写真美術館 等 

・公演ゆかりの場 … じょーもぴあ宮畑、阿武隈川隈畔船着場・長楽寺 等 

・個人商店等   … Black comet club（バー）、市内介護施設 等 
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■劇団名の由来 

 劇団 120○EN は、自動販売機の缶ジュース１本の価格（２０１１年当時）の１２０円

に由来し、私たちのお芝居を自動販売機の缶ジュースに例えて命名しました。 

缶ジュース一本を買うように、まずは、気軽に気楽に私たちのお芝居を楽しんで欲しい。

心が乾いた時、何かが欲しい時にお芝居を届けたいといった想いが込められています。ま

た、沢山の味が楽しめる缶ジュースのように、色々な味のお芝居を届けたい、沢山のチャ

レンジをしていくという目標も込められています。 

 「１２０円」ではなく「１２０○EN」としているのは、この「えん」という音に様々な

意味を込めているからです。 

・僕たちが届ける「演」劇 ・演劇を通して生まれる人と人とのご「縁」 

・ご縁がつながり、一つの「円」となる ・円になって笑い語り合う「宴」 

他にも「炎」「艶」「援」…と、沢山の意味を込め「えん」を「EN」と表記し、１２０と

EN の間に「輪」の記号、○をはさみ劇団１２０○EN と表記しています。 

 

■劇団員（現在１８名で活動・10 代後半～30 代前半） 

１． 代表／脚本  清野 和也 

２． 副代表／舞台美術 増田 祐介 

３． 演出／役者  鈴木 優斗 

４． 役者／メイク  押切 ミチル 

５． 役者   那須 大洋 

６． 役者   奈良 夏妃 

７． 役者／制作  紙糊  

８． 役者／小道具  ピーター髙橋 

９． 役者   本田 真也 

１０． 役者／メイク  霜山 亜美 

１１． 役者／小道具  国井 沙也佳 

１２． 役者   史香 

１３． 役者／小道具  佐川 翔 

１４． 制作   加藤友紀 

１５． 舞台美術  めーじおおたけ 

１６． 役者   土屋航輔 

１７． 役者   加藤亜美 

１８． 役者   相樂歩音 

 

準団員・・・川島ゆかり、齋藤勝之、萩原功太、遠藤航 
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■公演写真 

 
 

 
 

第３6 回 『花ノ寫眞館』  

会場：福島市写真美術館 
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■公演写真 

 
 

 
 

『室石将監(2021)』会場：旧廣瀬座 

 

 



福島に住む人々のルーツを辿る演劇集団 ― 劇団 120◯EN 劇団概要 

7 

 

■公演写真 

 
 

 
 

仕事終わり、学校終わりの短編演劇 上段『福島夜曲(2020)』 

下段『椅子語り(2021)』 

 会場：こむこむ わいわいホール 
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■公演写真 

 
 

 
 

親子で楽しむ民話劇 『あんじゅとずしおう（2021）』 

会場：福島テルサ FT ホール 

 



福島に住む人々のルーツを辿る演劇集団 ― 劇団 120◯EN 劇団概要 

9 

 

■公演写真 

 
 

 
 

『絹が鳴る（2022）』 会場：旧廣瀬座 
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■公演写真 

 
 

 
 

野外公演 『縄文悶々土偶恋慕』 会場：じょーもぴあ宮畑 
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■さいごに 僕らの想い 

この街に眠っている、面白くてワクワクする民話、歴史、史跡、人物…。 

 10 年後、僕らの芝居の内容は覚えていないかもしれません。 

 でも、舞台の僕らと客席のあなたとで一緒に掘り起こした 

「ものがたり」はきっと心のなかにあり続けます。 

 

 あなたに子どもができて、その子と、ぎゅっと手を繋いで 

この街を散歩したときに、こんな会話をするかもしれません。 

 

「この山にはね、きつねさんが住んでいてね」 

「きつねさん？」 

「そう、そのきつねさんは、いたずらきつねで…」 

 

 こんな会話が生まれたなら。 

 きっとあなたの子どもはおとなになっても、 

 ふるさとの山を見るたびに、 

 ものがたりとあなたの手のぬくもりを思い出すことでしょう。 

 

 街のいたるところに、あなたの「ものがたり」がある。 

 ものがたりが溢れる街、福島市。 

 

 子どもたちは、そんな街のことを 

 大人になっても大好きでいてくれる。 

 

 僕らは、それを演劇作品を通して 

 お手伝い出来たらいいなぁと、そんな風に思っているのです。 

 

代表 せいの かずや 
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【メディア掲載】 

2022 年 6 月 15 日 福島民報 独創的な舞台で観客を魅了 福島市の劇団１２０○ＥＮ １９日まで体験型

演劇「花ノ寫眞館」上演 

2022 年 3 月 6 日 TBS one-J 地方創生プログラム ONE-J 

2021 年 10 月 7 日 福島民友新聞 「熱演、福島の民話劇創作 劇団 120◯EN、高校生 3 人も出演」 

2020 年 7 月 14 日 読売新聞 ＜特集・ただいま活動中＞つらい時こそ演劇を 

2020 年 7 月 10 日 福島テレビ テレポートプラス 《今だからこそできる表現》小さな劇団の新たな挑戦 新しい演劇のカタチ 

2020 年 7 月 3 日 福島経済新聞 「福島の劇団、ソーシャルディスタンスを守り公演、演者もマスク着用」 

2019 年 11 月 6 日 福島民報 「旧広瀬座で演劇上演 劇団 120〇EN 西信中生も出演」 

2019 年 8 月 1 日 河北新報 「縄文の福島 野外で熱演 地元のアマチュア演劇集団」 

2018 年 11 月 21 日 福島民報 『福島の劇団１２０〇ＥＮ 「東北劇の陣」で優勝 』 

2018 年 10 月  1 日 福島市 広報誌 市民フォト・ふくしま夢通信 『魅力人 劇団 120◯EN 清野和也』 

2018 年  5 月 9 日 福島民友新聞 文化面特集『福島だからこその物語を』 

2018 年  4 月 1 日 福島民報 『福島市公会堂”最後”の舞台』 

2017 年～ 福島民報 第 133 期「民報サロン」に代表の清野が執筆（全 6 回） 

2017 年  9 月 21 日 福島民報 『十綱橋の価値伝える 劇団 120◯EN 湯野小で公演』 

2017 年  7 月 6 日  JFN 『サードプレイス 和合亮一 開沼博 この震災を語る本当の言葉を探して』

（7 月 6 日より全３回放送） 

2016 年 12 月 19 日 河北新報 『＜この人このまち＞福島密着劇を演劇で（劇団 120◯EN 代表 清野和也）』 

2015 年  8 月 24 日 福島コミュニティ放送 （政府広報・福島県復興関連番組）『ともに進もう~move to the future~ 福

島をテーマに演劇を制作披露『劇団 120EN』』 

2015 年  3 月 11 日 福島民友新聞 『被災者支える活動 劇団 120○EN、”福島の魅力”舞台で』 

他多数掲載 

◆受賞歴 

◎全国地方新聞 46 紙・共同通信社 第 12 回 地域再生大賞 優秀賞（2021 年） 

◎神奈川かもめ「短編演劇」フェスティバル 2019 

 ・全国選抜団体ノミネート ・審査員特別賞 渡辺えり賞（那須大洋） 

◎日本劇作家協会東北支部主催短編演劇コンクール・東北劇の陣（2018 年） 

 ・東北王（優勝）／観客賞 ・審査員特別賞・脚本賞（清野和也） ・審査員特別賞・男優賞（那須大洋、大信田勇太） 

◆お問い合わせ先◆ 

電話：090-9329-0120 

mail：info@120en.com 

住所：〒960-8022 福島市新浜町１－３０ さくら１号２０２ 


